
（別紙３）

～ 令和7年　1月　20日

（対象者数） 35 （回答者数） 31

～ 令和7年　1月　20日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員会議等で　しっかり情報共有をして
改善を心がけていきたいです。

2

小さいことでも状況（発達状況）を
保護者に伝え　さらに共通理解を
持てるようにしていきたいです。

3

ヒヤリハットがないように
しっかり支援に取り組んでいきたいです。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

部屋を区切れるように
パーテーション等を増やす必要があると
思っております。

2

職員と話し合い
保護者交流会を開催出来るように
取り組んでいきたいです。

3

○事業所名 アプリ児童デイサービス妙法寺

○保護者評価実施期間 令和6年　12月　4日

○保護者評価有効回答数

令和6年　12月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

①利用定員が発達支援室等のスペースとの関係
で適切であるか。

パーテーション等を使い
スペースを作り対応していきたいと考えており
ます。

㊵父母の会の活動を支援することや、保護者会
等を開催する等により、保護者同士で交流する
機会をしているか。また、きょうだい同士で交
流する機会を設ける等の支援をしているか。

現状出来ておりません。
今後　少しずつ取り入れていきたいと考えてお
ります。

㉒日々の支援に関して記録をとることを徹底
し、支援の検討・改善につなげているか。

毎日　経過表に　きちんと記入し
朝礼、終礼、会議等の場で
職員と話し合い支援の検証等を行っております。

㉞日頃からこどもの状況を保護者伝え合い、こどもの
発達の状況や課題について共通理解を持っているか。

連絡帳の記載・送迎時の伝言・急を要する場合
電話連絡等　必要に合わせて面談を行っており
ます。

⑤②ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防
止に向けた方策について検討をしているか。

朝礼・終礼・会議等で職員と情報共有し
再発防止に向けております。

事業所における自己評価総括表公表


